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定 例 会

ワーケーションや移住など、
都市部の子育て世代をターゲッ
トに、親のリモートワーク中、
子どもが保育園に通いながら家
族で地域の暮らしを体験。関係
人口の増加を目指します。

誤　5,500万円
正　5,500千円

保育園留学事業1Pickup

令和５年度予算は広報ひがし
いず４月号で見ることができ
ます。

　外出や買い物の一助となる
公共交通のあり方を模索し、
便利で暮らしやすい町を目指
します。

域内交通実証事業3Pickup

第１回
定例会

定例会の
あらまし

令和５年度一般会計予算を可決

に。保育園留学事業関 係 人 口 増 加

　物価高騰の影響を受ける家
計の負担を軽減するため、幼稚
園・保育園の給食費を無償にし
ます。

幼稚園・保育園給食無償化2Pickup

　年度ごとにエリアを区切っ
て空き家の把握を進めます。
　また、空き家を所有するリ
スクや活用イメージなどの情
報を提供します。

空き家物件調査発掘事業4Pickup

　令和５年第１回定例会は３月７日から23日までの17
出され、審議の結果、全て原案どおり可決しました。
　一般質問は１人60分以内とし、９人の議員が登壇し

日間の日程で開催し、補正予算８件、令和５年度予算８件などが提

ました。（７～11ページ参照）

地域と子育て家族をつなぎ未来をつくる 
留学プログラム

4 月から幼稚園給食が始まります

出典：政府広報オンライン（https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201912/1.html）
町内の移動をもっと便利に

最近増えてきた空き家の把握をします

誤　11,860万円
正　11,860千円

誤　3,700万円
正　3,700千円

誤　3,626万円
正　3,626千円
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予 算 審 査

さらなる実績検証を

予算審査
特別委員会意見を付して予算を可決

　第１回定例会で提出された令和５年度一般会計・特別会
計の当初予算は、予算審査特別委員会に付託し３月９日、
10日、13日、20日の４日間にわたり審議しました。審議
の結果、以下の意見を付し予算を可決しました。

令和５年度

予算
可決

　ＤＸをはじめ、行政の様々な分野で新たな取り組みが打ち出されている。従来のやり方や
受け身の姿勢では、ＤＸをはじめとした新たな施策に対応できない事態が生じかねない。こ
れからの時代に対応できる職員の育成に力を注がれたい。（※ＤＸ：デジタル変革）

時代の変化に対応する職員の育成を提言４

　新規事業や外部委託事業が数多くある。検証及び評価をしっかり行うことが重要である。
町民や議会にも、実績・結果を公開して、効果的かつ透明性のある町政運営をされたい。

新規事業・外部委託事業の検証の徹底を提言２

　返礼品の大半が宿泊券であり、経済効果も限定的である。宿泊券及び体験等サービスの組
み合わせ、農水産物の活用など、一層の取り組みの充実、また、継続して活用される仕組み
にも工夫されたい。

ふるさと納税の取り組み強化を提言１

　ふるさと納税で一定の前進はあるものの、町は高齢化と人口減少の真っただ中にあり、今
後の行財政運営は厳しさを増す要因ばかりである。時代の変化に即応した効率的な運営を目
指して、改革に取り組むべきである。

行財政の見直しを提言３

　水道ビジョンに基づいた計画に沿って事業展開を図っているが、需要と供給の関係をみる
と、この先、水道料金の見直しについては避けられない状況であると考えられる。適切な時
期に、住民への説明や理解を求めるための取り組みを進められたい。

水道料金の見直しについて提言６

　被保険者数が減少し、国民健康保険税が減収となる中、医療費は大きな伸びを示している。
健康増進計画策定の中で、町の傾向を具体的に反映するとともに、健康寿命の延伸、生活習
慣病の発症予防、重症化予防等に向け、これまで以上に健康づくりへの取り組みの強化を求
める。

健康づくりへの取り組みの強化を提言５

水道事業

　2018年に策定された町水道ビジョン
は、建設から50年が経過した浄水場の
改良と人口減少への対応を目的に策定さ
れた。
①稲取地区の水源を井戸にする。水源の

分散化を図り、電気代や新浄水場の規
模を縮小。

②配水の３割が漏水している老朽化した
水道管の整備。
今後30億円を超える工事を借金によ

り進めていくが、返済金が必要となるた
め、水道料金の見直しが必要となる。

令和６年度から

水道ビジョンの概要

　町では、令和５年度水道事業会計で、
４号井戸５号井戸の滅菌施設と野球場横
にある配水タンクへの接続工事を予定し
ている。
　また、水道水源の変更の届け出も行い、
令和６年度からの供給に向けた準備を進
めている。
　これにより、夏季などの繁忙期を除き、
稲取地区の水道水の大半は、細野熊口水
源と３本の井戸の水によって賄われるこ
とになる。
　また、これまで白田川の水をポンプ
アップで稲取地区へ送水してきた電気代
などの節約とこれから整備する新白田浄
水場の規模をこれまでの日量２万２千ｔ
規模から日量７千ｔ規模に縮小すること
が可能になる。

稲取地区にある４号井戸

建設から50年が経過した白田浄水場

稲取の水の大半は、熊口と３本の井戸水に
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定 例 会ここが聞きたいここが聞きたい
第１回定例会の議案と各議員の 賛 否 〇賛成　×反対　

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決 
結果

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

藤
井
葊
明

鈴
木　

勉

定
居
利
子

山
田
直
志

議員発議

発議第１号　議会の個人情報の保護に関する条例 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例の一部改正等

議案第１号　個人情報の保護に関する法律施行条例 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２号　情報公開・個人情報保護審査会条例 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３号　情報公開条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４号　行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付
に係る手数料に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５号　地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６号　町職員の定年等に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７号　町職員の給与に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８号　町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９号　町職員の分限に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第10号　町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第11号　財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正 可決（10：１） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議案第12号　町公営企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第13号　静岡地方税滞納整理機構規約の変更 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第29号　指定金融機関の指定 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第30号　国民健康保険税条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第31号　国民健康保険条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

補正予算

議案第14号　令和４年度一般会計補正予算（第９号） 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第15号　令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第16号　令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第17号　令和４年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第18号　令和４年度稲取財産区特別会計補正予算（第２号） 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第19号　令和４年度風力発電事業特別会計補正予算（第２号） 可決（10：１） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議案第20号　令和４年度水道事業会計補正予算（第５号） 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第32号　令和５年度一般会計補正予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算審議

議案第21号　令和５年度一般会計予算 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第22号　令和５年度国民健康保険特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第23号　令和５年度後期高齢者医療特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第24号　令和５年度介護保険特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第25号　令和５年度稲取財産区特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第26号　令和５年度風力発電事業特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第27号　令和５年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎
町及び西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計予算 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第28号　令和５年度水道事業会計予算 可決（11：０） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

どうなる趣のある
白田川橋の行方

Ｑ

Ａ
白田川橋の今後の見通しは
町民にとっての利益を念頭に妥当性を検討していく
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極
め
が
重

要
で
地
域
の
方
に
と
っ
て
必

要
な
の
か
と
い
う
こ
と
。
た

だ
し
架
け
替
え
の
有
無
が
目

的
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が

ど
れ
だ
け
幸
せ
に
な
れ
る
か

が
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ Ｑ

Ｑ

ＱＡ Ａ

Ａ

Ｑ
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ここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

風車のない美しい郷土を

Ｑ

Ａ
風力発電事業の条例化の考えは
他の自治体を参考に対応を検討する

稲取の良さを
満喫できる場所

Ｑ

Ａ
プール跡地への児童公園開設は
雨天時の対応も含め別の場所で考えていきたい

　
　
当
町

の
美
し
い

自
然
環
境

と
巨
大
風

車
は
相
容

れ
な
い
の

で
は
。

　
　
奈
良
本
地

区
の
風
車
は
う

ま
く
い
っ
て
い

な
い
よ
う
で
、

最
終
的
な
撤
去

　
　
稲
取
東
海
岸
プ
ー
ル
跡

地
は
、
波
の
音・潮
の
香
り
、

ま
た
山
を
見
れ
ば
四
季
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
が
見
え
、
大
変

良
い
所
な
の
で
こ
こ
に
児
童

公
園
を
造
る
考
え
は
。

　
　
こ
の
場
所
は
、
今
は
雛

の
つ
る
し
飾
り
祭
り
に
来
る

観
光
客
の
大
型
バ
ス
用
の
駐

車
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
他
に
代
替
で
き
る
土
地

が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ

り
、
難
し
い
の
で
は
と
考
え

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

藤
ふじ

井
い

　廣
ひろ

明
あき

議員

も
あ
る
の
で
、
移
住
し
て
き

た
若
い
夫
婦
や
こ
の
町
に
嫁

い
で
き
た
若
い
お
母
さ
ん
達

が
、
こ
の
町
の
話
や
昔
の
話

な
ど
を
聞
い
た
り
す
る
の
に

最
適
の
場
所
だ
と
思
う
が
。

　
　
世
代
を
超
え
て
様
々
な

人
が
ふ
れ
あ
う
事
は
大
切
だ

と
考
え
る
が
、
一
方
で
当
町

に
は
雨
の
日
に
子
ど
も
達
を

遊
ば
せ
る
場
所
が
無
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
あ
た

り
も
含
め
、
ど
う
い
う
児
童

公
園
が
よ
い
の
か
考
え
て
い

き
た
い
。

ごみの分別は家庭でしっかりと

Ｑ

Ａ
ごみ分別のルールは守られているか
ビンの分別が守られていないケースが目立つ

Ｑ

Ａ
入学時における費用の一部支援は
様々な子育て支援策を考えていきたい

品
代
と
し
て
３
万
円
の
助
成
、

ま
た
現
行
制
度
の
条
件
に
合

え
ば
で
は
あ
る
が
、
修
学
旅

行
・
給
食
費
・
新
入
学
用
品

等
の
支
給
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
子
育
て
世
帯
と
の
語
る

会
を
設
け
る
考
え
は
。

　
　
幼
稚
園
の
保
護
者
と
の

懇
談
会
は
何
度
か
行
っ
た
。

小
児
病
院
・
遊
具
の
充
実
、

保
護
者
の
教
育
等
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
年
代
別
の
保
護
者
の
意

見
も
伺
っ
た
。

　
　
場
所
設
定
で
は
な
く
気

軽
に
対
話
で
き
る
よ
う
な
企

画
は
い
か
が
か
。

　
　
若
い
世
代
と
も
し
っ
か

り
意
見
交
換
の
で
き
る
場
所

づ
く
り
を
し
、
ま
た
移
住
者

に
つ
い
て
は
幅
広
く
情
報
を

公
開
す
る
場
を
作
っ
て
い
き

た
い
。
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト

宣
言
を
し
た
中
で
次
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
方

向
性
を
決
め
て
い
き
た
い
。

　
　
物
価
高
騰
に
よ
り
食
品

の
値
上
が
り
が
続
い
て
い
る
。

家
計
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
の
で
、
入
学
時
の
準
備
費

用
の
一
部
支
援
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　
　
新
入
学
時
の
平
均
購
入

額
は
、
小
学
生
で
12
万
３
千

円
、
中
学
生
で
12
万
１
千
円

と
な
る
。
ひ
と
り
親
世
帯
に

つ
い
て
は
ラ
ン
ド
セ
ル
学
用学用品の準備もいろいろと大変

　
　
ご
み
の
町
民
一
人
一
日

あ
た
り
の
排
出
量
と
処
理
費

用
は
。

　
　
事
業
系
ご
み
と
合
わ
せ

る
と
、
排
出
量
が
１
・
35
㎏

で
処
理
費
用
は
68
・
６
円
と

な
る
。

　
　
ご
み
分
別
の
ル
ー
ル
は

き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
概
ね
守
ら
れ
て
い
る
が
、

ビ
ン
の
分
別
が
守
ら
れ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

定
さだ

居
い

　利
とし

子
こ

議員

　
　
ビ
ン
は
分
別
の
仕
方
が

分
か
り
に
く
い
。
写
真
な
ど

で
分
か
り
や
す
く
周
知
し
た

り
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
の

対
応
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
人
手
不
足
も
あ
り
、
ご

み
分
別
に
限
ら
ず
今
後
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
導
入
な
ど
も
有

用
と
考
え
る
。

　
　
回
収
さ
れ
な
い
ご
み
の

対
応
は
。

　
　
回
収
で
き
な
い
理
由
を

書
い
た
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と

を
予
定
。
ま
た
外
国
語
で
の

表
記
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
売
却
益
の
あ
る
資
源
ご

み
の
種
類
と
収
益
は
。

　
　
河
津
町
と
の
合
算
で
あ

る
が
、古
着
が
４
万
７
千
円
、

一
升
ビ
ン
が
４
万
２
千
円
、

ビ
ー
ル
ビ
ン
が
３
千
円
、
ア

ル
ミ
缶
が
10
万
円
、
古
紙
が

18
万
円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

53
万
円
（
令
和
３
年
度
）
と

な
っ
て
い
る
。

そのほかの

質 問

ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
の
こ

れ
か
ら
の
展
開
は

Ｑ
子
育
て
世
代
の
声
を
聴
き
政
策

に
反
映
し
て
い
く

Ａ

　
　
景
観
に
つ
い
て
は
主
観

的
要
素
が
大
き
く
、
例
え
ば

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
細
野
高
原

の
風
車
に
つ
い
て
否
定
的
な

投
稿
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
将
来
の
自
然

環
境
を
守
る
た
め
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　
今
後
耐
用
年
数
が
過
ぎ

た
民
間
の
風
車
が
放
置
さ
れ

る
お
そ
れ
は
な
い
か
。

て
い
る
。

　
　
こ
こ
は
地

元
の
老
人
達
が

集
ま
る
場
所
で

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＡＡ ＱＱ

ＱＡ Ｑ Ａ ＱＡ

Ｑ

ＡＱ

Ａ
そのほかの

質 問

石
丁
場
跡
を
文
化
財
指
定
す
る

考
え
は

Ｑ
所
有
者
と
連
絡
の
と
れ
な
い
土

地
が
絡
ん
で
お
り
難
し
い

Ａ

そのほかの

質 問

通
学
費
の
補
助
を
す
る
考
え
は

Ｑ
県
立
稲
取
高
校
の
現
状
を
踏
ま

え
て
考
え
て
い
き
た
い

Ａ

方
法
に
懸
念
が
あ
る
の
は
事

実
。
細
野
高
原
は
大
手
企
業

が
所
有
し
管
理
し
て
い
る
の

で
撤
去
さ
れ
る
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
は
撤
去
費
の
積
立
て

と
国
へ
の
報
告
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
問
題
な
い

と
考
え
る
。

　
　
新
増
設
に
は
ど
の
よ
う

な
規
制
が
必
要
か
。

　
　
国
の
種
々
の
規
制
や
県

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
。

ま
た
町
に
は
土
地
利
用
適
正

化
の
指
導
要
綱
が
あ
り
、
生

活
、
自
然
環
境
保
全
等
に
対

応
し
指
導
で
き
る
。

　
　
条
例
化
の
考
え
は
。

　
　
県
内
19
市
町
で
制
定
済

み
。
他
の
自
治
体
を
参
考
に

対
応
を
検
討
し
た
い
。

　
　
町
営
風
車
跡
地
の
計
画

に
規
制
が
必
要
で
は
。

　
　
３
基
以
上
建
て
る
こ
と

は
な
く
、
面
積
に
よ
る
規
制

は
必
要
な
い
。

ＡＱＡ
　

ＱＡ
　

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ Ｑ
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
重度障害児の預かり保育施設は
専門的な対応・設備が必要となり難しい

Ｑ

Ａ
早急に白田川橋の架け替えをすべきでは
必要性や負担、影響についての検討と合意形成が必要

え
の
声
が
強
く
、
早
急
に
架

け
替
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
こ
れ
ま
で
十
分
に
財
政

的
な
負
担
の
検
討
や
住
民
と

の
合
意
形
成
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
今
後
20
年
で
人
口
が
半

減
す
る
と
推
測
さ
れ
る
点
も

踏
ま
え
、
総
合
的
に
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
国
県
が
補
助
金
を
出
す

　
　
昨
年
４
月

か
ら
通
行
止
め

に
な
っ
て
い
る

白
田
川
橋
に
つ

い
て
は
、
地
域

か
ら
の
架
け
替通行止めが一年続く白田川橋

　
　
ベ
ビ
ー
フ

ァ
ー
ス
ト
運
動

の
延
長
で
、
子

育
て
支
援
の
拠

と
つ
の
町
で
設
置
す
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
。
ま
た
子

ど
も
達
に
と
っ
て
も
何
か
あ

っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
専
門
的
な
人
材
・
設
備

の
整
っ
た
施
設
に
行
く
方
が

良
い
の
で
は
と
も
考
え
て
い

る
。

　
　
当
町
の
重
度
障
害
児
は

県
立
東
部
特
別
支
援
学
校
下

田
分
校
に
通
学
し
て
い
る

が
、
当
町
は
遠
距
離
で
あ
る

こ
と
や
鉄
道
が
存
在
す
る
等

の
理
由
か
ら
か
通
学
バ
ス
は

運
行
さ
れ
て
い
な
い
が
。

　
　
下
田
市
へ
の
送
迎
を
含

め
保
護
者
の
負
担
は
大
変
大

き
い
も
の
が
あ
る
。
町
と
し

て
も
通
学
バ
ス
の
運
行
を
含

め
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
、
県
に
対
し
て
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

内
うち

山
やま

　愼
しん

一
いち

議員

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

待ち望まれる学校給食の無償化

Ｑ

Ａ
県に学校給食無償化を
知事に働きかけていく

　
　
県
知
事
が
学
校
給
食
費

無
償
化
の
考
え
を
示
し
た
。

知
事
に
対
し
て
無
償
化
を
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　
　
県
教
育
委
員
会
で
は
検

討
は
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

　
　
就
学
援
助
費
の
①
対
象

者
世
帯
の
所
得
、
②
援
助
す

る
内
容
、
③
告
知
方
法
、
④

支
給
方
法
、
⑤
現
在
の
受
給

者
数
と
児
童
・
生
徒
の
比
率

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
所
得
は
生
活
保
護
の
概

ね
１・
５
倍
、
両
親
と
子
ど

も
一
人
で
２
６
０
万
円
程

度
、
援
助
は
学
用
品
費
・
通

学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・

学
校
給
食
費
等
と
な
る
。
現

在
は
８
世
帯
12
人
が
受
給
し

て
お
り
小
学
校
で
２・１
％
、

中
学
校
は
２・７
％
で
あ
る
。

　
　
全
国
平
均
は
15
％
で
あ

る
。
当
町
の
実
績
が
低
い
の

は
自
分
が
対
象
か
わ
か
ら
な

い
の
で
は
。

　
　
工
夫
し
て
伝
え
て
い
き

た
い
。

白線が消えている
いたわりゾーン

Ｑ

Ａ
町の道路補修計画は
優先順位の高いところから進めていく

　
　
町
内
の
道
路
補
修
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
路
面
正
常
調
査
で
補
修

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
箇
所

は
５
路
線
。
調
査
結
果
を
基

本
と
し
な
が
ら
各
区
か
ら
要

望
、
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等

に
よ
り
優
先
度
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
進
め
て
い
る
。

　
　
白
田
地
区
に
は
、
い
た

わ
り
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
て

い
る
道
路
が
あ
る
が
白
線
な

　
　

い
た
わ
り
ゾ
ー
ン
は
、

静
岡
県
が
高
齢
者
等
の
事
故

防
止
の
た
め
に
設
定
し
た
場

所
だ
が
、
警
察
か
ら
の
指
摘

は
特
に
な
い
。
白
線
が
消
え

か
か
っ
て
い
る
個
所
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
対

応
し
て
い
く
。

　
　
補
修
優
先
順
位
の
リ
ス

ト
や
費
用
、
期
間
の
開
示
は

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
　

各
区
か
ら
要
望
対
応

や
、
災
害
時
対
応
な
ど
も
あ

り
、
ど
こ
ま
で
開
示
を
し
て

計
画
通
り
で
き
る
か
不
安
は

あ
る
。
ど
の
く
ら
い
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
か
調
査
は

必
要
と
考
え
る
。
マ
ン
パ

ワ
ー
が
減
っ
て
き
て
い
る
中

で
、
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る

か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
ア
イ

デ
ア
や
、
取
り
組
み
方
を
今

後
も
工
夫
し
て
い
く
。

そのほかの

質 問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績

は
Ｑ

６
社
か
ら
３
９
０
万
円
得
た

Ａ

と
判
断
し
た
の
は
意
見
書
や

署
名
活
動
な
ど
民
意
が
大
き

い
の
で
は
。
橋
の
建
設
に
向

け
動
き
出
す
べ
き
だ
。

　
　
民
意
は
大
変
重
要
で
あ

る
が
、
社
会
情
勢
が
激
変
す

る
中
で
持
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
視
点
は
不
可
欠
。

そ
の
点
を
し
っ
か
り
説
明
し

た
う
え
で
財
政
的
な
負
担
も

配
慮
し
、
考
え
を
聴
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ス
要
因
ば
か
り

で
先
細
り
の
議
論
し
か
な

い
。
物
言
わ
ぬ
民
が
い
つ
の

間
に
か
居
な
く
な
っ
て
い
る

状
況
を
町
は
注
視
す
べ
き
だ
。

　
　
人
口
を
な
る
べ
く
減
ら

さ
な
い
、
減
っ
た
と
し
て
も

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。
橋
の
架
け
替
え
の
視
点

だ
け
で
は
な
く
公
共
交
通
な

ど
社
会
の
利
便
性
の
向
上
や

将
来
の
財
政
負
担
も
踏
ま
え

何
が
ベ
ス
ト
か
判
断
す
る
。

負担の少ない預かり保育を

点
施
設
を
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
重
度
障
害
児
の
預
か
り

保
育
施
設
を
併
設
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　
　
重
度
障
害
児
の
預
か
り

保
育
に
お
い
て
、
障
害
の
程

度
は
個
々
で
異
な
る
も
の

の
、
専
門
的
な
知
識
・
ス
キ

ル
を
持
っ
た
人
材
の
確
保
や
、

専
用
の
施
設
整
備
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
ひ

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

そのほかの

質 問

河
津
町
田
中
地
区
の
農
道
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
町
の
要
望
と

対
応
は

Ｑ
国
道
の
代
替
及
び
縦
貫
道
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重
要
で
あ

り
、
関
係
各
所
と
情
報
共
有
し

連
携
を
図
り
た
い

Ａ

ど
が
消
え
て
い

る
。
所
轄
警
察

か
ら
の
指
摘
は

な
い
の
か
。

Ａ Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

そのほかの

質 問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
考
え
は

Ｑ
防
犯
ア
プ
リ
で
身
を
守
っ
て

Ａ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

Ａ
　

Ｑ

Ｑ

Ａ
　

そのほかの

質 問

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
コ
ス
モ

キ
ャ
ス
ト
、
情
報
配
信
メ
ー
ル

の
今
後
は

Ｑ
情
報
配
信
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
令

和
６
年
３
月
末
で
廃
止
す
る
予
定

で
検
討
し
て
い
る

Ａ
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ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
５
年
４
月
20
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

稲
葉
義
仁

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

笠
井
政
明

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

西
塚
孝
男

藤
井
廣
明

山
田
直
志

編集後記
日
本
人
の
し
つ
け

　
　

三
原
則
を
読
ん
で

「
①
朝
、
必
ず
親
に
挨

拶
す
る
こ
と
」「
②
親

に
呼
ば
れ
た
ら
必
ず
、『
ハ

イ
』
と
は
っ
き
り
返
事
の
で

き
る
こ
と
」「
③
履
き
物
を

脱
い
だ
ら
必
ず
揃
え
、
席
を

立
っ
た
ら
必
ず
椅
子
を
入
れ

る
子
に
す
る
こ
と
」

　

以
上
の
事
に
は
、
観
光
で

生
き
る
わ
が
町
に
も
通
じ
る

部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
別
な
費
用
を
か
け
な
く

て
も
、
観
光
客
の
み
な
さ

ん
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
ち
ら
へ
行
か
れ
ま
す

か
」
と
か
、「
よ
ろ
し
け
れ

ば
お
写
真
お
撮
り
し
ま
し
ょ

う
か
」
と
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
も
が
声
を
か
け
る
こ

と
が
、
東
伊
豆
町
を
宣
伝
す

る
最
高
の
「
お
も
て
な
し
」

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

積
善
の
町
に
余
慶
あ
り

�

（
西
塚
）

流木も協力して撤去しました

誰でも参加可能です

―
ご
み
拾
い
活
動
を
始
め
よ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　
イ
ベ
ン
ト
が
減
っ
た
り
伊

豆
の
元
気
が
な
く
な
っ
て
き

た
中
で
、
地
域
の
た
め
に
自

分
達
に
で
き
る
事
を
何
か
や

ろ
う
と
友
人
と
話
し
ま
し
た
。

ご
み
拾
い
な
ら
お
金
も
か
か

ら
な
い
か
ら
続
け
ら
れ
る
し
、

き
れ
い
な
海
岸
の
景
色
を
見

て
喜
ん
で
も
ら
え
る
だ
け
で

も
い
い
よ
ね
！
と
話
が
進
ん

で
、
最
初
は
２
人
で
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

―
現
在
は
何
人
で
活
動
を
し

て
い
ま
す
か
。

　
毎
回
10
人
ぐ
ら
い
で
す
。

　
「
再
び
伊
豆
を
元
気
に
し

た
い
！
」
と
の
思
い
で
こ
の

名
前
に
し
ま
し
た
。

―
活
動
を
し
て
き
て
嬉
し

か
っ
た
事
は
。

　
知
ら
な
い
人
か
ら
「
お
つ

か
れ
さ
ま
」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
い
た

だ
い
た
事
で
す
ね
。
す
ご
く

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

―
今
後
の
課
題
は
。

―
町
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い

事
は
あ
り
ま
す
か
。

―
心
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

代表の山田精一さん

―R
e:izu

（
リ
ー
イ
ズ
）
と

い
う
名
前
の
由
来
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Re:izu の活動は Facebook にて確認できます。 
https://www.facebook.com/reizu2014

　
活
動
を
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
て

い
な
い
事
で
す
。

　
古
タ
イ
ヤ
な
ど
は
処
分
費

用
も
か
か
る
た
め
放
置
し
て

い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
参
加

し
て
い
る
子
ど
も
か
ら
「
ご

み
な
の
に
何
で
拾
わ
な
い

の
？
」
と
言
わ
れ
ハ
ッ
と
し

ま
し
た
。
何
と
か
し
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
寄
附

を
申
し
出
て
く
だ
さ
り
、
処

理
費
用
も
捻
出
で
き
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
も
入
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
み
が
無
く
、
き
れ
い
に

な
っ
て
い
る
の
は
当
た
り
前

で
は
な
く
、
僕
達
の
他
に
も

ご
み
拾
い
を
し
て
く
れ
て
い

る
誰
か
が
い
る
お
か
げ
だ
と

い
う
事
に
気
付
い
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で

す
。




